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式
典
で
は
、
市
内
の
小
中
学
生
が
折
っ

た
千
羽
鶴
の
贈
呈
や
遺
族
ら
に
よ
る
献
花
、

島
田
市
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
も

行
わ
れ
、
出
席
者
全
員
で
世
界
の
恒
久
平

和
を
祈
り
ま
し
た
。

　

受
入
先
の
ひ
と
つ
で
あ
る
島
田
市
役
所

で
は
、
永な
が
た田
萌も
え

さ
ん
（
金
谷
小
３
年
）
と

塚つ
か
だ田
英ひ
で
あ
き明
く
ん（
島
田
第
三
小
３
年
）が「
一

日
市
長
」
を
体
験
。
市
長
室
で
染
谷
市
長

か
ら
任
命
証
を
手
渡
さ
れ
た
二
人
は
、
市

役
所
の
各
課
を
見
学
し
、
名
刺
交
換
や
表

敬
訪
問
へ
の
対
応
を
行
う
な
ど
、
市
長
の

執
務
や
役
割
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｍ
島
田
の
番
組
に
も
出
演
し
、

市
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
二
人
は
「
市
長
の
仕

事
は
忙
し
く
て
大
変
だ
と
思
っ
た
」「
市
役

所
が
と
て
も
広
い
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な

ど
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
様
子
や
、
仕
事
の
詳
し
い
内
容

な
ど
に
つ
い
て
は
「
こ
ど
も
わ
く
ワ
ー
ク
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

:http://kodom
o-w

akuw
ork.com

/

　

子
ど
も
た
ち
が
市
役
所
で
「
１
日
市
長
」
を
体
験

　

恒
久
の
平
和
を
願
っ
て
「
平
和
都
市
宣
言
」
を
公
表

　

地
域
の
公
園
美
化
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
激
励

問
秘
書
課 

☎
３
６-

７
１
１
７

　

島
田
市
と
川
根
本
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、

地
元
の
企
業
や
商
店
な
ど
で
働
き
な
が
ら
、

仕
事
の
意
義
や
地
域
の
魅
力
を
知
る
職
業

体
験
イ
ベ
ン
ト
「
こ
ど
も
わ
く
ワ
ー
ク
」
が
、

８
月
21
日
か
ら
１
週
間
、
市
内
各
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
が
主
催
す
る
「
子
ど
も
と
母

親
の
地
域
商
業
自
分
ゴ
ト
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
で
、
市
民
活
動
の
仲
介
役
と
し

て
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ

ア
し
ま
だ
」
が
、
企
画
・
運
営
を
担
当
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
約
１
３
０
人
の
子
ど
も
た

ち
は
、
公
共
施
設
や
民
間
企
業
な
ど
市
内
34

カ
所
の
就
職
先
へ
出
勤
。
仕
事
を
終
え
る

と
、
給
与
と
し
て
協
力
店
で
買
い
物
が
で
き

る
疑
似
通
貨
「
わ
く
マ
ネ
ー
」
が
支
払
わ
れ

ま
し
た
。

問
総
務
課 

☎
３
６-

７
１
３
２

　

８
月
15
日
、
島
田
市
平
和
祈
念
式
典
が
プ

ラ
ザ
お
お
る
り
で
開
催
さ
れ
、
７
月
に
制
定

さ
れ
た
「
島
田
市
平
和
都
市
宣
言
」
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

宣
言
文
は
、
日
常
生
活
の
平
和
を
大
切
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
身
近
な
文
章
表
現

を
用
い
た
の
が
特
徴
で
す
。
前
段
で
は
、
飾

ら
な
い
あ
い
さ
つ
が
交
わ
さ
れ
る
平
穏
な

日
常
を
平
和
の
象
徴
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の

平
和
が
多
く
の
犠
牲
と
先
人
た
ち
の
努
力

に
よ
っ
て
築
き
あ
げ
守
ら
れ
て
き
た
こ
と

を
表
現
。
後
段
は
、
平
和
の
尊
さ
を
未
来
に

継
承
し
て
い
く
責
任
と
、
そ
の
た
め
に
な
す

べ
き
こ
と
を
提
言
し
て
締
め
く
く
る
構
成

に
な
っ
て
い
ま
す
。
染
谷
市
長
に
よ
る
宣
言

文
の
朗
読
に
続
き
、
市
民
で
つ
く
る
制
定
委

員
が
登
壇
し
、
宣
言
文
に
込
め
た
思
い
を
解

説
し
ま
し
た
。

問
市
街
地
整
備
課 

☎
３
６-

７
１
８
７

　

８
月
１
日
、
市
が
定
め
る
「
公
園
愛
護

デ
ー
」
に
19
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
約

５
５
０
人
が
参
加
し
て
、
市
内
の
公
園
や
緑

地
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

染
谷
市
長
も
市
内
を
巡
回
し
、
雑
草
を
取

り
な
が
ら
参
加
者
の
声
に
耳
を
傾
け
た
り
、

軍
手
や
ゴ
ミ
袋
を
贈
っ
た
り
し
て
、
日
頃
の

奉
仕
活
動
に
感
謝
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

市長と除草するボランティアの皆さん 平和都市宣言制定委員の皆さん

市長の一日の予定を確認する二人

市役所の幹部と特製の名刺を交換
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の
茶
室
「
杉さ
ん
ぷ
う
あ
ん

風
庵
」
を
利
用
し
て
稽
古
に
励

ん
で
い
ま
す
。
お
茶
会
に
は
、
川
根
児
童
館

「
お
茶
っ
娘
く
ら
ぶ
」
の
児
童
や
川
根
中
学

校
の
生
徒
、
身
成
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
が
招
待

さ
れ
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
市

で
は
、
Ｆ
Ｍ
島
田
と
も
同
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。

　

２
年
後
の
消
防
広
域
化
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認

問
消
防
総
務
課 

☎
３
７-

７
１
７
２

　

８
月
12
日
、
島
田
市
・
静
岡
市
・
牧
之
原

市
・
吉
田
町
・
川
根
本
町
の
５
市
町
の
首
長

で
つ
く
る
「
静
岡
地
域
消
防
救
急
広
域
化
運

営
協
議
会
」
が
、静
岡
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
す
で
に
合
意
し
て
い

る
２
０
１
６
年
４
月
１
日
の
広
域
化
ス
タ
ー

ト
に
向
け
た
詳
細
事
項
を
決
定
。
運
営
計
画

で
は
、
現
在
の
４
消
防
本
部
・
消
防
局
を
、

静
岡
市
消
防
局
に
統
合
し
、
静
岡
市
が
４
市

町
か
ら
消
防
事
務
委
託
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

広
域
化
に
よ
り
、
管
轄
人
口
は
国
内
最

大
規
模
の
90
万
７
０
０
０
人
、
面
積
は
約

２
３
５
７
㎢
、

職
員
は
約

１
０
０
０
人

に
増
加
。
今

後
は
、
職
員

の
人
事
交
流

や
合
同
訓
練
・

研
修
を
実
施

し
、
将
来
起

こ
り
う
る
大

規
模
災
害
に

対
処
で
き
る

「
強
い
組
織
」

の
育
成
を
進

め
ま
す
。

　

茶
道
合
宿
の
メ
ッ
カ
と
し
て
多
く
の
サ
ー
ク
ル
が
来
島

　

Ｆ
Ｍ
局
と
非
常
災
害
放
送
協
定
を
締
結

問
文
化
課 

☎
４
６-

２
３
４
４

　

今
年
の
夏
、
関
東
圏
域
の
高
校
や
大
学
か

ら
の
文
科
系
サ
ー
ク
ル
が
多
数
、
市
内
で
合

宿
を
行
い
ま
し
た
。
市
が
文
化
合
宿
の
取
り

組
み
を
始
め
て
か
ら
６
年
目
と
な
る
今
年

は
、
茶
道
部
だ
け
で
な
く
各
種
文
科
系
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
合
宿
も
市
内
各
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

８
月
の
一
カ
月
で
「
大
正
大
学
茶
道
部
」

「
学
習
院
女
子
中
・
高
等
科
ア
ニ
メ
・
ま
ん

が
研
究
会
」「
東
京
家
政
学
院
大
学
茶
道
部
」

「
法
政
大
学
茶
道
サ
ー
ク
ル
」
な
ど
の
合
宿

で
大
盛
況
。
各
サ
ー
ク
ル
で
は
、
お
茶
会
を

通
し
た
市
民
交
流
や
島
田
市
に
ち
な
ん
だ

作
品
の
制
作
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

茶
道
合
宿
を
行
う
団
体
は
、
川
根
町
身
成

問
危
機
管
理
課 

☎
３
６-

７
１
４
３

　

８
月
11
日
、
市
と
静
岡
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱

は
、
災
害
時
に
市
の
要
請
に
応
じ
て
、
優
先

的
に
非
常
災
害
放
送
を
行
う
協
定
を
結
び
、

市
役
所
で
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
地
震
・
台
風
・
洪
水
・
大
規
模

火
災
な
ど
の
非
常
事
態
が
発
生
し
た
時
や
、

発
生
の
恐
れ
が
あ
る
時
に
、
静
岡
エ
フ
エ

ム
放
送
（K-m
ix

）
が
市
の
要
請
に
基
づ
き
、

他
の
放
送
に
優
先
し
て
非
常
災
害
放
送
を

行
う
内
容
で
す
。

　

染
谷
市
長
は
「
災
害
時
は
正
確
な
情
報
を

い
か
に
取
得
す
る
か
が
大
事
。
い
ざ
と
い
う

と
き
に
機
能
す
る
よ
う
、
市
民
へ
の
周
知
を

意見を交わす 5 市町の首長と担当者協定書を手にする染谷市長と祐
ゆうじま

嶋社長（右）

地元の子どもたちとの交流（大正大）

　

担
当
者
ら

は
、
広
域
連

携
の
重
要
性

を
確
認
し
、

市
町
を
超
え

た
情
報
共
有
・

発
信
と
、
同

様
の
情
報
交

換
会
を
定
期

的
に
開
催
し

て
い
く
こ
と

で
合
意
し
ま

し
た
。

　

県
と
６
市
町
の
国
際
交
流
団
体
が
情
報
交
換
会
を
開
催

問
秘
書
課 

☎
３
６-

７
３
９
６

　

島
田
市
役
所
で
８
月
９
日
、
静
岡
県
と
６

市
町
（
島
田
市
・
静
岡
市
・
焼
津
市
・
藤
枝
市
・

牧
之
原
市
・
吉
田
町
）
の
国
際
交
流
団
体
の

役
員
や
事
務
局
職
員
が
、
初
の
情
報
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
島
田
市
国
際
交
流
協
会
が
、
設

立
１
周
年
を
記
念
し
て
企
画
。
各
団
体
が
抱

え
る
会
員
獲
得
や
外
国
人
活
用
策
な
ど
現

状
の
課
題
に
加
え
、
活
動
の
あ
り
方
や
予
算

の
確
保
な
ど
、
国
際
交
流
の
今
後
に
つ
い
て

も
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

意見を交換する国際交流団体の関係者


